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第7回健康・福祉まつり

成田新高速鉄道新駅の駅名募集

放置自転車クリーンキャンペーン

—  2
— 7

 — 12

主な内容秋空へ向かって
　稲づくり体験教室でのアトラクション「わら投げ」。
成田市農業大使に就任した俳優の永島敏行さん（左
端）の掛け声とともに、秋空へ向かって、わら束が勢
いよく放たれました。（9月27日・赤荻の田んぼで）



　

保
健
福
祉
館
は
、
各
種
検
診
や
相

談
・
健
康
教
室
な
ど
、
赤
ち
ゃ
ん
か
ら

お
年
寄
り
ま
で
皆
さ
ん
の
健
康
づ
く
り

や
地
域
福
祉
の
拠
点
と
し
て
利
用
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
保
健
福
祉
館
を
会
場
に
10
月
18

日（
土
）・
19
日（
日
）の
2
日
間
、「
第
7

回 

健
康
・
福
祉
ま
つ
り
」が
開
催
さ
れ

ま
す
。

　

多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
て
、
ド

キ
ド
キ
・
ワ
ク
ワ
ク
な
体
験
を
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

 
あ
な
た
は
大
丈
夫
？ 

 
ド
キ
ド
キ
健
康
チ
ェ
ッ
ク

　
「
健
康
チ
ェ
ッ
ク
コ
ー
ナ
ー
」で
は
高

齢
者
の
転
倒
防
止
に
役
立
つ
足
裏
重
心

の
測
定
や
、
骨
粗
し
ょ
う
症
対
策
と
し

て
骨
密
度
の
測
定
、
ま
た
、
パ
ソ
コ
ン

脳
年
齢
チ
ェ
ッ
ク
な
ど
も
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
に
、
健
康
食
の
試
食
・
薬

の
相
談
・
歯
科
相
談
・
聴
力
測
定
・
補

聴
器
相
談（
19
日
の
み
）な
ど
の
コ
ー

ナ
ー
も
あ
り
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ど

う
ぞ
。

 

お
年
寄
り
の
活
躍
も
！

　

元
気
な
お
年
寄
り
に
よ
る
太
鼓
・
オ

カ
リ
ナ
・
ハ
ー
モ
ニ
カ
の
演
奏
や
社
交

ダ
ン
ス
の
発
表
が
行
わ
れ
、
手
芸
バ
ッ

タ
作
り
や
人
形
作
り
の
教
室
も
開
催
さ

れ
ま
す
。

　

ま
た
、
館
内
で
は
身
近
な
福
祉
制
度

に
つ
い
て
学
べ
る
コ
ー
ナ
ー
や
、
福
祉

機
器
の
展
示
、
視
覚
障
が
い
の
疑
似
体

験
も
行
っ
て
い
ま
す
。

 

親
子
で
楽
し
も
う
！

　

ち
び
っ
こ
広
場
に
は
、
ゲ
ー
ム
コ
ー

ナ
ー
や
動
物
風
船
作
り
コ
ー
ナ
ー
が
設

置
さ
れ
ま
す
。

　

芝
生
広
場
に
は
、
バ
ザ
ー
や
模
擬
店

が
出
店
し
、
昨
年
度
、
子
ど
も
た
ち
に

大
人
気
だ
っ
た
ミ
ニ
ト
レ
イ
ン
・
フ
ワ

フ
ワ
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
を
今
年
も
設
置
し

ま
す
。思
い
切
り
親
子
で
楽
し
ん
だ
り
、

お
友
達
と
ワ
イ
ワ
イ
・
ガ
ヤ
ガ
ヤ
と
遊

ん
だ
り
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て
、

新
た
な
発
見
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

※ 

く
わ
し
く
は
実
行
委
員
会
事
務
局

︵
社
会
福
祉
協
議
会
内
・
☎
27
︲

7
7
5
5
︶へ
。

木
々
の
葉
が
色
づ
き
秋
色
に
包
ま
れ
た
保
健
福
祉
館
で﹁
第
7
回 

健
康
・
福
祉
ま
つ
り
﹂が
開
催
さ
れ
ま
す
。
健
康
づ
く
り
や
福
祉

に
つ
い
て
、
学
習
や
体
験
が
で
き
る
2
日
間
。
ご
家
族
そ
ろ
っ
て

お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。

会場へは路線バスで
　会場の駐車場は混雑が予想されますので、路線バスをご利
用ください。
JR成田駅西口から千葉交通バス 中台経由湯川車庫行き、赤
坂公園下車徒歩1分

時 8 9 10 11 12 13 14 15

分

15 05 00 00 08 05 10 15
35 15 37 16 18 20 35 35
52 25 45 30 35 35 52 50

42 40 50 50
50

■…北高校止　無印…湯川車庫
コミュニティバスも運行していますのでご利用ください。

家族そろって出掛けよう
第7回 健康・福祉まつり

広報なりた2008.10.15 �



催し物 18日（土） 19日（日） 会場

健康チェックコーナー 脳年齢チェック・骨密度測定・足裏重心計測、メタボリックなどのパンフレッ
ト配布

検診室薬剤師コーナー 薬の相談・健康相談、血圧脈波測定

まちの保健室 健康相談、血圧・体脂肪測定

歯の相談コーナー 歯科相談・ブラッシング実習 9：00～11：00、13：00～15：00 歯科保健室

地区保健推進員コーナー 健康食試食、健康に関する展示、ミニ体操 和室研修室前ロビー

食育コーナー クイズラリー、パズル 和室研修室

子育てコーナー ベビーマッサージ、思春期・更年期相談、母乳相談、小麦粉粘土で遊ぼう ほか
小児救急講習会（18日のみ・10：00～12：00、13：00～15：00） 健康学習室

ボランティアコーナー ボランティア活動紹介・展示（グループ紹介・施設紹介） ボランティアセンター

押し花教室
工作教室

押し花教室 9：00～12：00
工作教室 13：00～16：00 押し花教室 13：00～16：00 会議室4

おたすけ隊 おたすけ隊・ファミサポ事業紹介、駄菓子販売 ふれあいサロン

社会福祉協議会などの紹介 社協事業紹介、共同募金、シルバー人材センター紹介、日本赤十字社活動紹介
ふれあい広場

絵手紙・色えんぴつ画・短歌 作品展示

若がえり隊コーナー
若がえり隊・若がえりОB作品展示、活動報告 ふれあい広場掲示板

ハンドベル演奏 12：00～12：20 －

多目的ホール

シニア教養講座

銭太鼓演奏 11：00～11：10 －

社交ダンス発表 11：10～11：20 －

－ オカリナ演奏 10：40～11：00

－ ハーモニカ演奏 11：00～11：20

8020表彰式 － 12：00～12：30

メンタルヘルスフェア 上記 －

健康づくり講演会 － 上記

視覚障がい疑似体験 盲人卓球 13：30～15：30 団体活動室

つぼマッサージコーナー マッサージの実体験 10：00～11：30 － ゆうゆう倶楽部

介護フェア 福祉用具の展示・説明、高齢者疑似体
験 －

シニアサロン
お口の健康広場 － 「健口体操」などによる口腔機能の評価

10：00～11：30、13：00～14：30

ちびっこ集まれ 紙芝居・人形劇・動物風船作り 人形劇・ゲーム・手づくりおもちゃ ちびっこ広場

福祉機器の紹介 福祉機器の展示 相談センター前

介護予防にチャレンジ 輪投げ、介護保険PR、相談コーナー 情報資料コーナー

販売・展示（愛光園） 「寄せ植え」「腐葉土」などの販売・展示 事務室脇通路

手芸バッタづくり教室 バッタづくり、人形づくり －
会議室1・2

親子そば打ち教室 － 10：00～、11：00～、13：30～（3回）

カレー販売 カレー販売 あじさい工房

アトラクション フワフワトランポリン、ミニトレイン 芝生広場

聴力測定・補聴器相談コーナー － 聴力の測定、補聴器の相談・体験 ことばの相談室

覚醒剤乱用防止コーナー 覚醒剤乱用防止啓発パンフレット配布 正面玄関プラズマテレ
ビ前

クッキングクラブ 赤坂クッキングクラブの紹介と試食・レシピ配布 アルコープ

主な催し物（時間の表示のないものは9：00～16：00）

このほかにも、ゲーム・バザーや模擬店などイベントが盛りだくさん。当日、開演時間などが変更になることがありますので、各コー
ナーでご確認ください。

「女性の心の健康」
日時＝10月18日（土） 午後1時30分〜 3時30分
会場＝保健福祉館多目的ホール
講師＝加藤登志子さん（東京女子医科大学附属女性生涯健康

センター所長）
入場料＝無料　

※ くわしくは障がい者福祉課（☎20-1539）へ。

メンタルヘルスフェア
「どうしよう⁉」
　〜いざというときの子どもの救急〜
日時＝10月19日（日） 午後1時30分〜 3時30分
会場＝保健福祉館多目的ホール
講師＝伊藤けい子さん（いとうこどもクリニック院長）
入場料＝無料　

※くわしくは健康増進課（☎27-1111）へ。

健康づくり講演会

� 広報なりた2008.10.15　☎／市外局番の記載のないものは「0476」です



講
堂

ジ
ュ
エ
リ
ー
ボ
ッ
ク
ス（
コ
ー
ラ
ス
）

舞
踊
サ
ー
ク
ル
錦
照
会（
日
本
舞
踊
）

ジ
ェ
ン
カ（
ダ
ン
ス
）

レ
ク
＆
ス
テ
ッ
プ（
レ
ク
ダ
ン
ス
）

む
ぎ
わ
ら
の
会（
銭
太
鼓
）

ア
ロ
ハ
ラ
ニ
成
田（
フ
ラ
ダ
ン
ス
）

紫
香
会（
日
本
舞
踊
）

成 

田
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管
弦
楽
団（
弦

楽
・
管
楽
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
）

詩
舞
八
生
の
会（
詩
舞
）

手
話
ダ
ン
ス
成
田（
手
話
ダ
ン
ス
）

成
田
マ
ジ
シ
ャ
ン
ズ
ク
ラ
ブ（
マ
ジ
ッ
ク
）

コ
ー
ル
・
ド
・
ラ
フ
ォ
レ（
女
声
合
唱
）

カ 

ポ
エ
イ
ラ
ト
リ
ボ
ダ
ル
ア
成
田（
ブ
ラ
ジ

ル
舞
踊
）

花
み
ず
き（
女
声
合
唱
）

樹
舞
踊
の
会（
日
本
舞
踊
）

コ 

コ
ナ
ッ
ツ
ア
イ
ラ
ン
ド
公
津（
ウ
ク
レ
レ

演
奏
）

装
い
の
会（
着
付
け
）

コ
ー
ル
・
セ
レ
ー
ナ（
女
声
コ
ー
ラ
ス
）

A
︲
Y
O（
ア
フ
リ
カ
太
鼓
）

レ
フ
ア
の
会（
フ
ラ
ダ
ン
ス
）

詩
楽
会（
詩
吟
）

ア
ロ
ハ
ラ
ニ
久
住（
フ
ラ
ダ
ン
ス
）

太
極
拳
同
好
会
・
加
良
部
拳
燦
同
好
会
・
大

栄
太
極
拳
同
好
会　

合
同（
太
極
拳
）

S 

D
N
・
ひ
ま
わ
り
・
ひ
ま
わ
り
美
郷　

合

同（
ソ
シ
ア
ル
ダ
ン
ス
）

和
室

ヨ
ガ
サ
ー
ク
ル
土
曜
会（
ヨ
ガ
）

発
表
の
部

11月1日（土）

茶 

道
会﹁
S
U
Z
U
﹂（
お
茶
会
午
後
1
時
〜
4

時
）（
茶
道
）

草 

の
香
着
付
サ
ー
ク
ル（
実
演
午
後
1
時
30
分

〜
3
時
30
分
）（
着
付
け
）

視
聴
覚
室

リ
リ
カ
・
オ
カ
リ
ナ（
オ
カ
リ
ナ
演
奏
）

オ 

カ
リ
ナ
会（
オ
カ
リ
ナ
演
奏
）

ハ
ー
モ
ニ
カ
友
の
会（
ハ
ー
モ
ニ
カ
の
演
奏
）

講
堂

親 

子
リ
ト
ミ
ッ
ク
サ
ー
ク
ル
ど
れ
み
っ
子（
2
・

3
歳
児
に
よ
る
リ
ト
ミ
ッ
ク
）

八
華
会（
日
本
舞
踊
）

雀
会（
日
本
舞
踊
）

玉
造
カ
ラ
オ
ケ
愛
好
会（
カ
ラ
オ
ケ
）

エ 

ー
デ
ル
ワ
イ
ス
・
り
ぼ
ん 

合
同（
フ
ォ
ー
ク

ダ
ン
ス
）

竹
成
会（
尺
八
）

グ 

ラ
ン
ド
チ
ェ
ー
ン
成
田
・
成
田
レ
ク
メ
イ
ト     

合
同（
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
）

吼
山
流
成
田
吟
詠
会
・
吼
山
流
成
田
詩
舞
会 

合

同（
詩
吟
・
詩
舞
）

フ
ォ
ル
ク
ロ
ー
レ
成
田
の
風（
民
族
音
楽
）

鳴
子
会（
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
）

成
田
ジ
ュ
ニ
ア
・
ス
ト
リ
ン
グ
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

　
（
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
）

藤
乃
会（
日
本
舞
踊
）

ハ
イ
ノ
ー
ツ（
ジ
ャ
ズ
の
演
奏
）

大
栄
舞
踊
会（
舞
踊
）

み
ち
の
く
民
謡
成
田
会（
三
味
線
・
民
謡
）

21
マ
ジ
ッ
ク
愛
好
会（
マ
ジ
ッ
ク
）

藤
三
会（
日
本
舞
踊
）

ハ
ー
モ
ニ
カ
友
の
会（
ハ
ー
モ
ニ
カ
の
演
奏
）

コ
ス
モ
ス
カ
ラ
オ
ケ
サ
ー
ク
ル（
カ
ラ
オ
ケ
）

ダ 

ン
ス
サ
ー
ク
ル
あ
ひ
る（
ソ
シ
ア
ル
ダ
ン
ス
）

和
室

11月2日（日）

筝
曲
雅
び
会（
筝
曲
演
奏
）

成
田
囲
碁
同
好
会（
囲
碁
対
局
）

視
聴
覚
室

マ 

ン
ド
リ
ン　

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
・
レ
ー
ネ（
ギ

タ
ー
・
マ
ン
ド
リ
ン
）

琴
友
会︵
成
田
・
中
央
・
田
町
・
美
郷
台
︶・
音 

楽 

工
房　

合
同（
大
正
琴
・
ク
ラ
シ
ッ
ク
ギ

タ
ー
）

か 

め
や
ま
丸（
朗
読
会
）

講
堂

琴
星
会（
大
正
琴
）

わ
お
ん（
筝
曲
演
奏
）

童
歌
会
わ
ら
べ（
コ
ー
ラ
ス
）

成
田
岳
風
会
玉
造
教
場（
詩
吟
）

ト
ラ
イ
ビ
ク
ス
華（
健
康
体
操
）

成
田
岳
風
会
東
向
台
教
場（
詩
吟
）

成 

田
サ
ル
サ
・
F
R
I
D
A
Y（
サ
ル
サ
ダ
ン

ス
）

プ
リ
ム
ラ（
コ
ー
ラ
ス
）

幸
町
友
鶴
会（
日
本
舞
踊
）

サ
ー
ク
ル
モ
エ（
フ
ラ
ダ
ン
ス
）

下
総
演
歌
ク
ラ
ブ（
カ
ラ
オ
ケ
・
踊
り
）

フ
ラ
・
オ
・
ワ
イ
ラ
ナ
下
総（
フ
ラ
ダ
ン
ス
）

寿
民
謡
同
好
会（
民
謡
）

ふ
れ
あ
い
民
謡
の
つ
ど
い（
民
謡
）

マ 

ウ
イ
・
ア
イ
ラ
ン
ダ
ー
ス（
ハ
ワ
イ
ア
ン
バ

ン
ド
演
奏
）

オ
カ
リ
ナ
サ
ー
ク
ル﹁
風
音
﹂（
オ
カ
リ
ナ
）

葵
会
・
田
町
友
鶴
会　

合
同（
日
本
舞
踊
）

成
田
倶
楽
部
芸
能
研
究
会（
カ
ラ
オ
ケ
）

和
室

成
田
将
棋
ク
ラ
ブ（
将
棋
対
局
）

視
聴
覚
室

パ
ア
ニ
・
カ
マ
イ
ナ（
ハ
ワ
イ
ア
ン
音
楽
）

ア
ン
ダ
ル
ー
サ（
ク
ラ
シ
ッ
ク
ギ
タ
ー
）

11月3日（月・祝）

2008 公民館まつり

市内13カ所で活動しているサークルが、日ごろの成果を発表
する「公民館まつり」が中央公民館で開催されます。

講
堂
・
和
室
・

視
聴
覚
室

文化の秋を満喫！

11月 1日（土） 午前9時30分〜午後7時30分
2日（日） 午前10時〜午後7時
3日（月・祝）午前10時〜午後5時

※販売部門は午後5時まで（販売品が無くなり次第終了）。

広報なりた2008.10.15 �



11
月
1
日（
土
）

セ
レ
モ
ニ
ー

ラ
キ
・
フ
ラ
ス
タ
ジ
オ
、
ラ
キ
・
タ
ヒ
チ

ア
ン
サ
ー
ク
ル 

合
同（
フ
ラ
ダ
ン
ス
）

ジ
ェ
ン
カ（
ダ
ン
ス
）

レ
ク
＆
ス
テ
ッ
プ（
レ
ク
ダ
ン
ス
）

む
ぎ
わ
ら
の
会（
銭
太
鼓
）

ア
ロ
ハ
ラ
ニ
成
田（
フ
ラ
ダ
ン
ス
）

21
マ
ジ
ッ
ク
愛
好
会（
マ
ジ
ッ
ク
）

A
︲
Y
O（
ア
フ
リ
カ
太
鼓
）

太
極
拳
同
好
会
・
加
良
部
拳
燦
同
好
会
・

大
栄
太
極
拳
同
好
会　

合
同（
太
極
拳
）

11
月
2
日（
日
）

グ
ラ
ン
ド
チ
ェ
ー
ン
成
田
・
成
田
レ
ク
メ

イ
ト 

合
同（
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
）

鳴
子
会（
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
）

八
華
会（
日
本
舞
踊
）

雀
会（
日
本
舞
踊
）

千 

葉
花
笠
会
成
田　

成
田
支
部（
花
笠
踊

り
）

玉
造
カ
ラ
オ
ケ
愛
好
会（
カ
ラ
オ
ケ
）

コ 

ス
モ
ス 

カ
ラ
オ
ケ
サ
ー
ク
ル（
カ
ラ
オ

ケ
）

フ
ォ
ル
ク
ロ
ー
レ
成
田
の
風（
民
族
音
楽
）

民
謡　

輪
の
会（
輪
踊
り
）

11
月
3
日（
月
）

日
本
語
ワ
ー
ル
ド（
合
唱
）

パ
ア
ニ
・
カ
マ
イ
ナ（
ハ
ワ
イ
ア
ン
音
楽
）

下
総
演
歌
ク
ラ
ブ（
カ
ラ
オ
ケ
）

阿
波
お
ど
り﹁
な
り
た
連
﹂（
阿
波
踊
り
）

マ 

ウ
イ
・
ア
イ
ラ
ン
ダ
ー
ス（
ハ
ワ
イ
ア

ン
バ
ン
ド
演
奏
）

成
田
倶
楽
部
芸
能
研
究
会（
カ
ラ
オ
ケ
）

11
月
1
日（
土
）

成 

田
市
手
話
サ
ー
ク
ル﹁
こ
ば
と
の
会
﹂

（
バ
ザ
ー
）

成 

田
自
然
に
生
き
る
会（
玄
米
餅
・
玄
米

五
目
ご
は
ん
弁
当
・
コ
ン
ニ
ャ
ク
の
田

楽
・
ケ
ー
キ
セ
ッ
ト
ほ
か
）

蕎 

麦
打
ち
同
好
会（
手
打
ち
蕎
麦
の
実
演

販
売
）

グ 

ル
ー
プ
い
と
ぐ
る
ま（
手
作
り
作
品
の

販
売
・
折
り
紙
教
室
）

ボ 

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会 

ゆ
う
あ
い（
焼
き

芋
・
草
花
の
販
売
）

地 

域
と
地
域
の
交
流
会（
手
芸
の
販
売
）

コ 

ス
モ
ス
カ
ラ
オ
ケ
サ
ー
ク
ル（
パ
ン
・

飲
み
物
ほ
か
）

公
津
み
ど
り
の
会（
焼
き
そ
ば
）

ニ 

コ
ニ
コ
キ
ッ
チ
ン（
蒸
し
パ
ン
・
ポ
ッ

プ
コ
ー
ン
・
シ
フ
ォ
ン
ケ
ー
キ
ほ
か
）

ふ 

れ
あ
い
ハ
ウ
ス
成
田
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー

（
パ
ン
・
ワ
ッ
フ
ル
・
ク
ッ
キ
ー
ほ
か
）

成 

田
市
の
ぞ
み
の
園（
綿
あ
め
・
ポ
ッ
プ

コ
ー
ン
ほ
か
）

11
月
2
日（
日
）

蕎 

麦
打
ち
同
好
会（
手
打
ち
蕎
麦
の
実
演

販
売
）

グ 

ル
ー
プ
い
と
ぐ
る
ま（
手
作
り
作
品
の

販
売
・
折
り
紙
教
室
）

ボ 

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会 

ゆ
う
あ
い（
焼
き

芋
・
草
花
の
販
売
）

タ 

マ
ツ
ク
リ
花
い
き
い
き
く
ら
ぶ（
赤
飯
・

焼
菓
子
）

コ 

ス
モ
ス
カ
ラ
オ
ケ
サ
ー
ク
ル（
カ
レ
ー

ラ
イ
ス
）

公
津
み
ど
り
の
会（
焼
き
そ
ば
）

陶
永
会
・
陶
美
会
・
陶
和
会
・
陶
友
会
・

陶
豊
会
・
ら
び
っ
陶
99
・
寿
会
陶
芸
部
・

陶
郷
会（
陶
芸
作
品
の
合
同
展
示
販
売
）

展示の部プログラム

発
表
の
部

広
場

ニ 

コ
ニ
コ
キ
ッ
チ
ン（
蒸
し
パ
ン
・
ポ
ッ

プ
コ
ー
ン
・
シ
フ
ォ
ン
ケ
ー
キ
ほ
か
）

ふ 

れ
あ
い
ハ
ウ
ス
成
田
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー

（
パ
ン
・
ワ
ッ
フ
ル
・
ク
ッ
キ
ー
ほ
か
）

成 

田
市
の
ぞ
み
の
園（
綿
あ
め
・
ポ
ッ
プ

コ
ー
ン
ほ
か
）

11
月
3
日（
月
）

タ 

マ
ツ
ク
リ
花
い
き
い
き
く
ら
ぶ（
赤
飯
・

焼
菓
子
）

地 

域
と
地
域
の
交
流
会（
手
芸
の
販
売
）

公
津
み
ど
り
の
会（
焼
き
そ
ば
）

ニ 

コ
ニ
コ
キ
ッ
チ
ン（
蒸
し
パ
ン
・
ポ
ッ

プ
コ
ー
ン
・
シ
フ
ォ
ン
ケ
ー
キ
ほ
か
）

ふ 

れ
あ
い
ハ
ウ
ス
成
田
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー

（
パ
ン
・
ワ
ッ
フ
ル
・
ク
ッ
キ
ー
ほ
か
）

※ 

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
10
月
中
旬
か
ら
市
内

各
公
民
館
で
配
布
し
ま
す
。
く
わ
し

く
は
中
央
公
民
館︵
☎
27
︲
5
9
1

　

1
︶へ
。

販
売
の
部

場所 サークル名 内容

ロビー（1F）

押花サークル千鳥草会 押し花
かな書道「青墨会」

かな書道 
（合同展示）かなの会

かな書道　桜書会
明成会 生涯学習
サークルパレット 水彩画

（合同展示）加良部パレット
道川柳会 川柳
水彩画　群青会成田 水彩画
北総文学会 文章の書き方
実用書道どんぐりの会 実用書道
創作粘土ダーリングドール加良部 創作粘土
手芸サークル　おだまき 布草履
ペンの会 ペン習字
布あそび 洋裁
一水会 日本画
八生俳句会 俳句
ハートclub　草花を描く会 芸術
三里塚絵手紙の会 絵手紙
押花サークル「花」 押し花

講堂脇（1F） なりた「地球村」 環境学習

通路（1F）

白いたんぽぽ 生け花
親子リズムサークル リズム体操
わかば 生け花
くまちゃん親子サークル 親子交流

展示コーナー（1F）成田蒔絵教室雅の会 蒔絵

幼児室（1F）
陶芸サークル　ゆう 陶芸
楽陶会 陶芸

1・2サークル室 
（1F）

成田江戸蒔絵の会 蒔絵
キルトフレンド パッチワーク
ペンサークル楓 ペン習字
ウッドペッカー 木彫り
成田木彫会 木彫り
茜草の会 染色

会議室（1F）

フォト　グループ　アングル 写真
玉造俳句会 俳句
成田郵趣会 切手収集
悠友写真くらぶ 写真

踊り場・階段
華風会 生け花
瑠璃の会 俳句

学習コーナー（2F）

パステル子供絵話サークル 絵画
四宝会 書道
絵手紙の会“彩” 絵手紙
橋竜会 書道
杏友会 書道
成田表装サークル 表装
鳥凧楽会 鳥凧
表装くずみ 表装

第3サークル室 
（2F）

ふきの陶 陶芸
素敵なシャドーボックス シャドーボックス
八生絵手紙の会 絵手紙
友禅くずみ 手描き友禅
成田竹工芸保存会 竹工芸

3・4研修室（2F）

ちぎり絵　虹 ちぎり絵
千鳥の会 手描き染め
押花サークル「クリスマスローズ」押し花
生成の会 編み物

第5研修室（2F）

蒼龍会 書道
墨峯会 書道
竹風会 華道
虹和和紙折紙会 折り紙
さくら会 書道
絵手紙　ゆずの会 絵手紙
絵手紙　虹の会 絵手紙
花の水彩画　こでまり 水彩画
あざみの会 レザークラフト
成田市生涯大学院同窓会書道部 書道
すみれの会 生け花
やよいの会 編み物
ピンボケ写真クラブ 写真
銀尖の会 水彩画・油絵
ときわ会 ちぎり絵
陽だまりの会 編み物
楽篆会 篆刻
宗洲会 書道

雨
天
な
ど
で
中
止
の
場
合
、
視
聴
覚
室

プ
ロ
グ
ラ
ム
が
変
更
に
な
り
ま
す

� 広報なりた2008.10.15　☎／市外局番の記載のないものは「0476」です



成
田
市
次
世
代
育
成
支
援
行
動
計
画
進
ち
ょ
く
状
況

目
指
す
は﹁
市
民
み
ん
な
で
支
え
る

楽
し
い
子
育
て
の
ま
ち
﹂

　

市
で
は
、
平
成
17
年
度
〜
21
年
度
を

前
期
の
計
画
期
間
と
す
る「
成
田
市
次

世
代
育
成
支
援
行
動
計
画
」を
策
定
し
、

安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
、
子
育
て
し

や
す
い
環
境
を
作
る
た
め
の
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

基
本
理
念
は
、「
市
民
み
ん
な
で
支
え

る
楽
し
い
子
育
て
の
ま
ち
」。
こ
の
基

本
理
念
の
実
現
の
た
め
、
七
つ
の
基
本

目
標
を
掲
げ
、
子
ど
も
と
子
育
て
家
庭

へ
の
総
合
的
な
支
援
を
行
い
ま
す
。

　
平
成
19
年
度
以
降
の 

主
な
進
ち
ょ
く
状
況

　

目
標
1

　

地
域
に
お
け
る
子
育
て
の
支
援

◦
な
の
は
な
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
病
後
児
保

育
室
ゼ
フ
ィ
ル
ス
を
併
設
し
、
働
き

な
が
ら
子
育
て
す
る
家
庭
を
支
援

◦「
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
隊
」を「
な
り
た

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン

タ
ー
」と
改
称
し
、育
児
援
助
の
サ
ー

ビ
ス
向
上
を
図
っ
た

◦
ま
な
び
＆
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
イ
ト
の

情
報
が
携
帯
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

閲
覧
可
能
に

◦
乳
幼
児
を
対
象
に
実
施
し
て
き
た
医

療
費
の
一
部
助
成
の
対
象
を
平
成
20

年
4
月
か
ら
、
成
田
市
独
自
で
小
学

6
年
生
ま
で
に
拡
大

　

目
標
2

　

母
性
並
び
に
乳
児
及
び
幼
児
等
の

　

健
康
の
確
保
及
び
増
進

◦
食
育
事
業
と
し
て
、
保
育
園
児
の
食

へ
の
関
心
を
深
め
る
た
め
に
、
地

域
住
民
と
触
れ
合
い
な
が
ら
農
業

体
験
を
し
、
収
穫
し
た
食
材
を
給

食
に
使
用

◦
平
成
20
年
4
月
か
ら
、
乳
児
が
い

る
家
庭
を
訪
問
し
、
さ
ま
ざ
ま
な

不
安
や
悩
み
を
聞
き
、
子
育
て
支

援
に
関
す
る
情
報
提
供
を
行
う「
生

後
4
カ
月
ま
で
の
全
戸
訪
問
事
業
」

（
こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん
事
業
）を

開
始

　

目
標
3

　

子
ど
も
の
心
身
の
健
や
か
な

　

成
長
に
資
す
る
教
育
環
境
の
整
備

◦
親
自
身
が
家
庭
で
の
役
割
や
責
任
を

自
覚
し
、
子
ど
も
の
発
達
段
階
に
応

じ
た
親
の
あ
り
方
や
し
つ
け
方
法
に

つ
い
て
学
ぶ「
家
庭
教
育
学
級
」や

「
子
育
て
講
座
」の
対
象
を
幼
稚
園
か

ら
保
育
園
に
も
拡
大

◦
平
成
20
年
度
よ
り
中
郷
・
豊
住
小
学

校
に
家
庭
、
学
校
、
地
域
が
連
携

し
、
学
校
の
教
室
や
校
庭
を
活
用
し

た「
放
課
後
子
ど
も
教
室
」を
開
始

　

目
標
4

　

子
育
て
を
支
援
す
る

　

生
活
環
境
の
整
備

　

目
標
6

　

子
ど
も
の
安
全
の
確
保

◦
犯
罪
を
未
然
に
防
止
し
た
り
、
犯
罪

の
起
こ
り
に
く
い
環
境
づ
く
り
を
目

指
す
た
め
防
犯
活
動
の
啓
発
を
し
た

り
す
る
な
ど
、
安
全
で
安
心
な
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
し
、
市
民
の
防
犯
意

識
の
向
上
と
連
携
を
深
め
る
た
め
啓

発
活
動
を
実
施

　

目
標
5

　

職
業
生
活
と
家
庭
生
活

　

と
の
両
立
の
推
進

◦
美
郷
台
児
童
ホ
ー
ム
が
オ
ー
プ
ン

◦
平
成
20
年
4
月
に
久
住
児
童
ホ
ー

ム
、
9
月
に
津
富
浦
児
童
ホ
ー
ム
が

オ
ー
プ
ン
。
9
月
に
三
里
塚
児
童

ホ
ー
ム
が
三
里
塚
小
学
校
敷
地
内
に

移
転

　

目
標
7

　

要
支
援
児
童
へ
の
対
応
な
ど

　

き
め
細
や
か
な
取
組
の
推
進

◦
平
成
20
年
4
月
に
、
児
童
虐
待
の

未
然
防
止
、
早
期
発
見
・
早
期
対

応
な
ど
を
行
う
た
め「
児
童
虐
待
防

止
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」の
要
綱
を
定
め
、

虐
待
に
関
す
る
支
援
の
拡
充
を
図
る

※
成
田
市
次
世
代
育
成
支
援
行
動
計
画

お
よ
び
平
成
19
年
度
ま
で
の
進
ち
ょ

く
状
況
に
つ
い
て
は
児
童
家
庭
課 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ︵h

ttp
://w

w
w

.

city.n
a
rita

.ch
ib

a
.jp

/sise
i/

so
siki/jid

o
/in

d
e
x₀

₀
₀

₀
.h

t 

m
l

︶で
公
表
し
て
い
ま
す
。
く
わ
し

く
は
同
課︵
☎
20
︲
1
5
3
8
︶へ
。
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現
在
、
京
成
上
野
駅
か
ら
北
総
線
を

経
由
し
て
成
田
空
港
駅
に
乗
り
入
れ
る

成
田
新
高
速
鉄
道
の
建
設
工
事
が
、
平

成
22
年
春
の
開
業
を
目
指
し
て
、
市
内

で
も
急
ピ
ッ
チ
で
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

こ
の
鉄
道
は
、
成
田
高
速
鉄
道
ア
ク

セ
ス
株
式
会
社
が
建
設
を
行
っ
て
い
ま

す
が
、
運
行
は
京
成
電
鉄
株
式
会
社
が

行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

開
業
時
に
は
、
松
崎
地
先
に
新
駅
が

設
置
さ
れ
ま
す
。

　

新
し
い
駅
が
、
利
用
者
の
皆
さ
ん
に

愛
着
と
親
し
み
を
も
っ
て
受
け
入
れ
ら

れ
、
多
く
の
人
に
利
用
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
、
広
く
駅
名
を
募
集
し
ま
す
。

　

応
募
し
て
い
た
だ
い
た
中
か
ら
、
新

駅
に
ふ
さ
わ
し
い
駅
名
10
点
を
、
市
か

ら
鉄
道
事
業
者
で
あ
る
成
田
高
速
鉄
道

ア
ク
セ
ス
株
式
会
社
と
京
成
電
鉄
株
式

会
社
に
提
案
し
ま
す（
最
終
的
に
は
鉄

道
事
業
者
が
駅
名
を
決
定
し
ま
す
）。

応
募
期
間
＝
10
月
15
日（
水
）〜
30
日

（
木
）（
必
着
）

応
募
資
格
＝
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

の
人

応
募
方
法
＝
は
が
き
、F
A
X
、E
メ
ー

ル
ま
た
は
専
用
応
募
用
紙
に
、
駅

名（
ふ
り
が
な
）、
駅
名
の
理
由
、
住

所
・
氏
名（
ふ
り
が
な
）・
電
話
番
号

を
記
入
し
て
企
画
課（
〒
2
8
6
‐

8
5
8
5 

花
崎
町
7
6
0  

F
A
X 

24
‐
1
0
0
6 

E
メ
ー
ル kika

ku@
city.narita.chiba.jp

）へ
。
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://w

w
w
.ci

ty.narita.chiba.jp

）か
ら
も
応
募
で

き
ま
す

専
用
応
募
用
紙
配
布
・
回
収
場
所
＝
市

役
所
総
合
案
内
所（
1
階
）、
企
画
課

（
市
役
所
3
階
）、
各
公
民
館
、
市
立

図
書
館
、
三
里
塚
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
、
下
総
・
大
栄
支
所

応
募
点
数
＝
一
人
1
点

賞
品
＝
市
か
ら
鉄
道
事
業
者
に
提
案
す

る
駅
名
に
選
ば
れ
た
人
に
記
念
品
を

贈
呈
。
駅
名
に
採
用
さ
れ
た
人
の
う

ち
、
1
人
に
鉄
道
事
業
者
か
ら
旅
行

券
5
万
円
分
を
贈
呈

発
表
＝
提
案
す
る
駅
名
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
発
表

※
く
わ
し
く
は
企
画
課︵
☎
20
︲
1 

5
0
0
︶へ
。

成
田
新
高
速
鉄
道
の
新
駅

駅
名
を
募
集
し
ま
す

一般国道
464号 北千葉道路

新　駅

京成成田駅

成田国際空港

新

東
関

東
自

動

車

道 空港
自動 車道

成田駅

下総松崎駅

宗吾参道駅

公津の杜駅

西印旛沼

印
旛
捷
水
路

北印旛沼
至
京
成
高
砂

京成本線

JR JR

JR

成 成

成

芝
山
鉄
道

田 田

田

線 線

線

成田空港駅

空港第2ビル駅

富 里 市

成 田 市

佐 倉 市

印 旛 村

印 西 市

本 埜 村

栄 町

印旛日本医大駅

N

一般国道
464号 北千葉道路

（成 田 国
際
空 港 線）

位 置 図

工事が進む新駅周辺

新駅の完成イメージ
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成
田
市
の
観
光
の
振
興
を
図
る
た
め
、
9
月
13
日
を
フ
レ
ン
ド
リ
ー
タ
ウ
ン
デ
イ
ズ

2
0
0
8「
成
田
の
日
」と
し
て
カ
シ
マ
サ
ッ
カ
ー
ス
タ
ジ
ア
ム
で
、
市
の
観
光
や
特
産

品
の
紹
介
を
は
じ
め
と
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
多
く
の
成
田

市
民
が
招
待
さ
れ
た
当
日
は
、
J
1
リ
ー
グ
鹿
島
ア
ン
ト
ラ
ー
ズ
VS
川
崎
フ
ロ
ン
タ
ー

レ
の
観
戦
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
ル
ー
ム
や
選
手
控
室
な
ど
が
見
学
で
き
る
ス
タ
ジ
ア
ム
見

学
ツ
ア
ー
、
市
内
の
少
年
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
に
よ
る
ピ
ッ
チ
上
で
の
シ
ュ
ー
ト
ゲ
ー
ム
、

試
合
の
開
始
時
に
選
手
と
と
も
に
入
場
す
る
エ
ス
コ
ー
ト
キ
ッ
ズ
な
ど
普
段
で
き
な
い

体
験
が
盛
り
だ
く
さ
ん
。
訪
れ
た
市
民
に
と
っ
て
楽
し
い
1
日
と
な
り
ま
し
た
。

貴
重
な
体
験
が
で
き
ま
し
た

フ
レ
ン
ド
リ
ー
タ
ウ
ン
デ
イ
ズ
2
0
0
8﹁
成
田
の
日
﹂

鹿島アントラーズの選手と記念撮影

しかおくんとのジャンケンも

　日ごろの練習の成果を発揮し、選手同士の親睦を深めようと、「千
葉県ゆうあいピックソフトボール選手権大会」が9月16日・17日、
大谷津運動公園野球場と北羽鳥多目的グラウンドで開催されまし
た。市内からは「のぞみの園」「かしの木園」「あじさい工房」が出場。
ベンチからの熱い応援に奮起した選手たちは、爽やかなプレーを
披露しました。

好プレー続出に
「ナイスプレー！」

千葉県ゆうあいピックソフトボール選手権大会

満面の笑みでホームイン！！

　成田市の農業振興に一役買ってもらおうと、成田市農業大
使に俳優の永島敏行さんが選ばれ、「委嘱状交付式」が9月27
日、JA成田市米殻低温倉庫で行われました。永島さんは、こ
れまで10年以上に渡り市内で米作りを行っており、その経験
と知名度を生かし、成田市の農業を盛り上げてくれると期待
されています。交付式の後に行われた「稲づくり体験教室」に
は、たくさんの親子が参加し、永島さんと一緒に豊かに実っ
た稲を収穫しました。永島さんは農業大使として、11月16日
の産業まつり（国際文化会館）にも参加する予定です。

市内で米作りをする
俳優の永島敏行さんに

成田市農業大使

刈り取った稲の束ね方を指導する永島さん

広報なりた2008.10.15 �



　承応2年（1653年）佐倉藩国家老の暴政
を4代将軍家綱公へ直訴した罪により磔

はりつけ

に
なった、公津村の名主・佐倉宗吾（木内惣
五郎）。その命日である9月3日の前の晩に
人々が宗吾霊堂でお籠

こも

りをしていたのが、
御待夜祭の始まりといわれています。宗吾
100年忌に当たる享和2年（1802年）には、
9月2日・3日が宗吾霊堂の例大祭となり、
平成16年からは9月の第1土・日曜日に開
催。今年は9月6日・7日の両日、境内には
所狭しと露店が並び、宗吾区の屋台も曳き
廻され、たくさんの人でにぎわいました。

義民・佐倉宗吾を
しのび

御待夜祭

日々の生活について、さまざまな質問が

　日本の企業で働くことを通し、さまざまな技術を身に付け
ることを目的に入国した外国人に対する研修が9月12日、三
里塚コミュニティセンターで行われました。この日参加したの
は、ベトナムから来日した9人の研修生で、警察や市の職員
から、日本の交通ルールやごみの出し方などについての講習
を受講。講習の後も、犯罪に巻き込まれた場合の対処の仕方
や、パスポート・外国人登録証の適切な保管方法などについ
て、研修生たちは積極的に質問をし、熱心にメモをとっていま
した。

日本の生活ルールを
理解するために

外国人入国後研修

　毎月第2土曜日に成田ニュータウンのボンベルタ沿い緑地内で開催
されている「成田骨

こっとう

董祭 in ボンベルタ」。たくさんの骨董ファンが訪れ
ていますが、9月13日にはチャリティーオークションが行われました。
主催の成田西商盛会の髙木建一実行委員長と髙木勇副委員長が市社会
福祉協議会を訪れ、大嶋社会福祉協議会会長に売上金30,300円を寄
付しました。今後、毎回チャリティーオークションを開催するとのこと
ですので、骨董に興味のある人は足を運んでみてはいかがですか？雨
天決行です。

チャリティーオークションで寄付
成田骨董祭 in ボンベルタ

大勢の人でにぎわう境内の露店

売上金が大嶋会長に手渡されました

地区住民による屋台の曳き廻し
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て
い
ま
す
の
で
、
気
軽
に
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。

相
談
名
＝
も
め
ご
と
・
な
や
み
ご
と
・

苦
情
相
談

日
時
＝
10
月
20
日（
月
） 

午
前
10
時
〜

午
後
3
時

会
場
＝
市
役
所
2
階
2
0
1
会
議
室

費
用
＝
無
料

　

千
葉
行
政
評
価
事
務
所
行
政
相
談
課

で
も
、
行
政
相
談
苦
情
1
1
0
番（
☎

0
4
3
‐
2
4
4
‐
1
1
0
0
・
平
日
午

前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時
）や
F
A
X

（
0
4
3
‐
2
4
6
‐
9
8
2
9
）、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ（http://w

w
w
.soum

u.go.jp/
kanku/kanto/chiba.htm

l

）に
よ
り
、

行
政
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

※
く
わ
し
く
は
市
民
支
援
課
市
民
相
談

室︵
☎
20
︲
1
5
0
7
︶へ
。

　

平
成
20
年
度
第
2
回「
成
田
市
ま
ち

づ
く
り
茶
論
」が
8
月
21
日（
木
）、
市

役
所
中
会
議
室
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は「
ま
ち
づ
く
り
へ
の
市
民
参

加
」を
テ
ー
マ
に
、
市
民
参
加
型
の
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
に
は
何
を
す

べ
き
か
、
日
ご
ろ
か
ら
各
地
区
の
行
事

を
始
め
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

る
団
体
が
参
加
し
、
意
見
交
換
を
行
い

ま
し
た
。

　
「
市
民
が
窓
口
に
来
る
の
を
待
つ
だ

◦
1
月
22
日（
木
）…「
農
業
に
期
待
す

る
も
の
」

◦
2
月
19
日（
木
）…「
子
育
て
に
お
け

る
学
校
、
家
庭
、
地
域
の
役
割
」

※
く
わ
し
く
は
市
民
支
援
課
市
民
相
談

室︵
☎
20
︲
1
5
0
7
︶へ
。

　

市
で
は
、
街
路
樹
の
害
虫
防
除
を
定

期
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
被
害
を
最
小
に
抑
え
る
た

め
に
は
、
害
虫
を
早
期
に
発
見
し
防
除

す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
街
路
樹
の
葉

に
異
変
や
害
虫
を
発
見
し
た
場
合
は
、

道
路
維
持
課
ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

※
く
わ
し
く
は
同
課︵
☎
20
︲
1 

5 

5 

1
︶へ
。

　

敷
地
か
ら
道
路
上
へ
伸
び
た
樹
木
の

枝
が
車
道
や
歩
道
を
覆
っ
て
い
る
光
景

は
、
住
宅
街
で
も
農
村
部
で
も
よ
く
見

受
け
ら
れ
ま
す
。
車
道
や
歩
道
に
伸
び

「
ま
ち
づ
く
り
へ
の
市
民
参
加
」

を
テ
ー
マ
に

成
田
市
ま
ち
づ
く
り
茶
論

た
枝
は
、
車
の
運
転
や
自
転
車
、
歩
行

者
の
通
行
の
妨
げ
と
な
り
、
思
わ
ぬ
事

故
を
引
き
起
こ
す
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

枝
の
剪せ

ん

定て
い

や
垣
根
の
刈
り
込
み
な

ど
、
所
有
者
は
適
正
な
管
理
を
お
願
い

し
ま
す
。
剪
定
し
た
枝
は
、
ご
み
収
集

袋（
燃
や
せ
る
ご
み
）に
入
れ
集
積
所
へ

出
し
ま
し
ょ
う
。

※
く
わ
し
く
は
道
路
維
持
課︵
☎
20
︲

1
5
5
1
︶へ
。

　

10
月
20
日（
月
）〜
26
日（
日
）は
、「
秋

季
行
政
相
談
強
調
週
間
」で
す
。

　

国
か
ら
委
嘱
を
受
け
た
行
政
相
談
委

員
が
、
国
の
行
政
機
関
な
ど
の
仕
事
に

つ
い
て
、
皆
さ
ん
か
ら
の
要
望
や
意
見

を
聴
き
解
決
の
促
進
を
図
り
ま
す
。

　

人
権
擁
護
委
員
に
よ
る
相
談
も
行
っ

け
で
は
な
く
、地
域
に
足
を
運
ぶ
べ
き
」

「
行
政
へ
意
見
や
要
望
を
し
て
も
、
そ

れ
が
ど
の
よ
う
に
市
政
に
反
映
さ
れ
て

い
る
の
か
、
分
か
ら
な
い
」な
ど
、
行

政
側
の
積
極
的
な
P
R
や
行
動
を
求
め

る
意
見
や
、「
行
政
に
お
膳
立
て
し
て

も
ら
う
の
が
当
然
と
考
え
る
市
民
も
多

く
、
市
民
参
加
型
の
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
る
た
め
に
は
、
市
民
と
行
政
が
も
っ

と
歩
み
寄
り
、
相
互
の
理
解
を
深
め
る

必
要
性
が
あ
る
」「
若
い
世
代
が
集
う
機

会
や
場
所
が
少
な
す
ぎ
る
」な
ど
の
意

見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

意
見
交
換
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
市

民
支
援
課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://

w
w
w
.city.narita.chiba.jp/sisei/

sosiki/shien/index.htm
l

）お
よ
び

行
政
資
料
室（
市
役
所
1
階
）で
会
議
録

を
公
開
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧

く
だ
さ
い
。

今
後
の
茶
論
の
予
定

◦
11
月
20
日（
木
）…「
介
護
予
防
と
市

民
の
健
康
増
進
に
つ
い
て
」

市民参加型のまちづくりを

街
路
樹
害
虫

早
期
発
見
に

ご
協
力
を

秋
季
行
政
相
談
強
調
週
間

気
軽
に

要
望
や
意
見
な
ど
を

伸
び
過
ぎ
た
樹
木

剪
定
な
ど
の

適
正
な
管
理
を

今月の納税

※ くわしくは①税務課（☎20-1513）、②
③保険年金課（☎20-1526）、④介護保
険課（☎20-1545）へ。

①市・県民税（第3期分）
②国民健康保険税（第4期分）
③後期高齢者医療保険料（第4期分）
④介護保険料（第4期分）

納期はいずれも10月16日（木）～31日（金）です。
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9
月
1
日
〜
11
月
30
日
に
、
安
心
ガ

ス
ラ
イ
フ
21
運
動
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

　

ガ
ス
事
故
の
撲
滅
を
図
る
た
め
、
安

全
型
ガ
ス
設
備
・
機
器
の
普
及
を
促
進

し
、
安
全
装
置
の
付
い
て
い
な
い
ガ
ス

機
器
の
残
存
数
を
減
少
さ
せ
ま
す
。
ま

た
、
冬
季
ガ
ス
需
要
期
を
控
え
、
ガ
ス

機
器
の
安
全
使
用
の
周
知
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

ガ
ス
使
用
中
は
換
気
に
注
意
！

◦
台
所
の
ガ
ス
コ
ン
ロ
・
ガ
ス
小
型
湯

沸
器
な
ど
を
使
用
す
る
際
は
、
換

気
扇
を
回
す
か
窓
を
開
け
る
。
換

気
不
良
な
ど
で
不
完
全
燃
焼
を
起

こ
す
と
大
変
危
険

機
会
に
取
り
付
け
を

　

都
市
ガ
ス
を
使
用
し
て
い
る
家
庭
で

ガ
ス
臭
い
と
き
は
、
休
日
夜
間
を
問
わ

ず
千
葉
ガ
ス
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

※
く
わ
し
く
は
千
葉
ガ
ス
成
田
支
社

︵
☎
26
︲
2
1
5
1
︶へ
。

　

瓶
・
缶
は
、
ご
み
処
理
施
設
で
機
械

や
作
業
員
の
手
に
よ
り
選
別
さ
れ
、
資

源
化
さ
れ
て
い
ま
す
。

◦
ガ
ス
ス
ト
ー
ブ
を
使
用
す
る
際
は
、

30
分
に
1
回
、
窓
や
ド
ア
を
開
け
、

換
気
す
る

う
っ
か
り
ミ
ス
も
し
っ
か
り
ガ
ー
ド
す

る
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ガ
ス
機
器
を

◦
不
完
全
燃
焼
防
止
装
置
付
き
の
ガ
ス

小
型
湯
沸
器
・
ガ
ス
ス
ト
ー
ブ
な

ら
、
不
完
全
燃
焼
を
起
こ
す
前
に

ガ
ス
を
ス
ト
ッ
プ

◦
天
ぷ
ら
油
火
災
と
煮
こ
ぼ
れ
な
ど
に

よ
る
ガ
ス
の
流
出
防
止
に
は
、
温

度
調
整
機
能
・
立
ち
消
え
安
全
装

置
付
き
ガ
ス
テ
ー
ブ
ル
が
安
心

万
一
の
ガ
ス
漏
れ
に
は
、
火
災
警
報
機

能
付
き
都
市
ガ
ス
警
報
器
を

◦
火
災
・
ガ
ス
漏
れ
・
不
完
全
燃
焼
を

検
知
。
1
台
3
役
の
警
報
器
が
24

時
間
監
視

◦
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
取
り
付
け
が

義
務
化
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
の

　

キ
ャ
ッ
プ
が
付
い
た
ま
ま
排
出
さ
れ

る
と
、
選
別
に
支
障
を
き
た
し
、
中
身

が
こ
ぼ
れ
る
な
ど
衛
生
上
も
好
ま
し
く

あ
り
ま
せ
ん
。

成
田
地
区
の
瓶
・
缶
の
出
し
方

　

キ
ャ
ッ
プ
を
外
し
、
中
身
を
空
に
し

て
水
で
中
を
軽
く
す
す
ぎ「
ビ
ン
・
カ

ン
・
ガ
ラ
ス
」（
赤
色
の
指
定
袋
）へ
、

王
冠
・
金
属
キ
ャ
ッ
プ
は「
金
物
・
陶

磁
器
類
」（
黄
色
の
指
定
袋
）へ
、
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
キ
ャ
ッ
プ
は「
ビ
ニ
ー
ル
・

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
」（
白
色
の
指
定
袋
）

へ
分
別
し
て
く
だ
さ
い
。

下
総
・
大
栄
地
区
の
瓶
・
缶
の
出
し
方

　

同
様
に
し
て「
ビ
ン
・
カ
ン
」（
黄
色

の
指
定
袋
）へ
、
王
冠
・
金
属
キ
ャ
ッ

プ
は「
不
燃
ご
み
」（
赤
色
の
指
定
袋
）

へ
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
キ
ャ
ッ
プ
は「
可

燃
ご
み
」（
緑
色
の
指
定
袋
）へ
分
別
し

て
く
だ
さ
い
。

※
く
わ
し
く
は
ク
リ
ー
ン
推
進
課︵
☎

20
︲
1
5
3
0
︶へ
。

　

10
月
は
、
労
働
保
険
適
用
促
進
月
間

で
す
。

　

労
働
保
険（
労
災
保
険
・
雇
用
保
険
）

は
、
労
働
者
が
安
心
し
て
働
く
た
め
の

も
の
で
す
。
農
林
水
産
業
の
使
用
労
働

者
5
人
未
満
の
個
人
事
業
を
除
き
、
労

働
者
を
一
人
で
も
使
用
す
る
事
業
主

は
、
労
働
保
険
徴
収
法
に
よ
り
労
働
保

険
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

労
災
保
険

　

労
働
者
が
、
業
務
災
害
や
通
勤
災
害

を
被
っ
た
と
き
に
、
療
養
補
償
や
休
業

補
償
な
ど
の
必
要
な
保
険
給
付
を
行
う

制
度
で
す
。

雇
用
保
険

　

労
働
者
が
失
業
し
た
場
合
の
生
活
保

障
、
失
業
の
予
防
お
よ
び
雇
用
の
安

定
・
改
善
を
図
る
た
め
必
要
な
給
付
を

行
う
制
度
で
す
。

　

い
ず
れ
も
事
業
主
に
加
入
す
る
こ
と

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
未
手
続

き
の
事
業
主
は
至
急
、
加
入
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

※
く
わ
し
く
は
千
葉
労
働
局︵
☎

0
4
3
︲
2
2
1
︲
4
3
1
7
︶へ
。

安
心
ガ
ス
ラ
イ
フ
21
運
動

事
故
の
撲
滅
を

瓶
・
缶
の
ご
み
の
出
し
方

キ
ャ
ッ
プ
を
外
し
て

分
別
を

労
働
保
険
適
用
促
進
月
間

安
心
し
て

働
け
る
よ
う
に

（9月16日～30日）

市 長 日 誌

表参道入口モニュメントの完成を喜ぶ小泉市長

16日 市議会建設水道常任委員会
  市議会新駅・基幹交通網整備促進特別

委員会
17日 市議会新清掃工場整備特別委員会
 市議会教育民生常任委員会
18日 市議会経済環境常任委員会
 国民体育大会出場選手成田市壮行会
 航空機事故消火救難総合訓練全体会議
  三郡市歯科医師会航空機災害対策協議

会講演会
19日 市議会総務常任委員会
22日 成田市産業まつり実行委員会
24日  ニュージーランドフォクストン青少年訪

日団表敬訪問
25日 9月定例市議会閉会
27日 成田市農業大使委嘱状交付式
 表参道入口モニュメント除幕式
 成田市赤十字奉仕団1日赤十字
  明治大学・成田社会人大学フィールド

ワーク全体懇親会
28日 成田ワールドミュージックフェス2008
 豊住地区運動会
29日 成田市男女共同参画計画推進懇話会

11 広報なりた2008.10.15　☎／市外局番の記載のないものは「0476」です



i

駅
周
辺
で

ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

放
置
自
転
車

　

10
月
1
日
か
ら
11
月
30
日
ま
で
、
県

下
一
斉
に「
駅
前
放
置
自
転
車
ク
リ
ー

ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」が
実
施
さ
れ
ま
す
。

駅
前
利
用
者
や
緊
急
車
両
の
通
行
の
妨

げ
と
な
る
放
置
自
転
車
。
一
人
一
人
が

マ
ナ
ー
を
守
り
、
放
置
自
転
車
を
無
く

し
ま
し
ょ
う
。

ち
ょ
っ
と
だ
け
が
み
ん
な
の
迷
惑
に

　

放
置
自
転
車（
原
付
も
含
む
）は
、
道

路
な
ど
に
乗
り
捨
て
ら
れ
て
い
る
自
転

車
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
通
勤
・
通

学
の
た
め
に
、
駅
前
広
場
や
歩
道
な
ど

駐
輪
場
以
外
の
場
所
に
一
日
中
置
き
っ

放
し
に
な
っ
て
い
る
自
転
車
も
含
ま
れ

ま
す
。

　

手
軽
な
交
通
手
段
と
し
て
多
く
の
人

に
利
用
さ
れ
て
い
る
自
転
車
で
す
が
、

駅
前
広
場
や
歩
道
に
軽
い
気
持
ち
で
置

い
て
お
く
と
、
高
齢
者
や
障
が
い
者
の

歩
行
に
迷
惑
を
掛
け
る
だ
け
で
な
く
、

緊
急
時
に
は
車
両
の
通
行
の
妨
げ
に
も

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

放
置
自
転
車
を
無
く
す
た
め
に

　

市
で
は
、
J
R
成
田
駅
・
京
成
成
田

駅
・
京
成
公
津
の
杜
駅
の
3
駅
周
辺
を

「
成
田
市
自
転
車
等
の
放
置
防
止
に
関

す
る
条
例
」に
よ
っ
て
放
置
禁
止
区
域

に
指
定
し
て
い
ま
す
。

　

放
置
禁
止
区
域
内
に
置
か
れ
た
自
転

車
に
は
、
警
告
書
な
ど
を
張
り
、
持
ち

主
に
移
動
す
る
よ
う
通
告
し
ま
す
が
、

そ
れ
で
も
放
置
さ
れ
た
ま
ま
の
場
合

は
、
強
制
的
に
撤
去
し
て
い
ま
す
。
昨

年
度
に
は
、
約
8
0
0
台
の
自
転
車
を

撤
去
し
ま
し
た
。

　

放
置
自
転
車
を
無
く
す
に
は
、
利
用

者
一
人
一
人
が
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
を
守

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
「
時
間
が
無
い
か
ら
」「
駐
輪
場
は
駅

か
ら
遠
い
か
ら
」な
ど
と
い
っ
て
自
転

車
を
放
置
せ
ず
に
、
必
ず
駐
輪
場
を
利

用
し
ま
し
ょ
う
。

※
く
わ
し
く
は
交
通
防
犯
課︵
☎
20
︲

1
5
2
7
︶へ
。

　

救
急
車
の
出
動
件
数
増
加
に
よ
り
、

通
報
か
ら
到
着
ま
で
の
時
間
が
遅
れ
、

救
え
る
命
を
救
え
な
く
な
る
恐
れ
が
高

ま
っ
て
い
ま
す
。

　

症
状
や
事
故
の
状
況
か
ら
、
急
い
で

病
院
で
の
処
置
が
必
要
と
思
っ
た
と
き

に
は
、
迷
わ
ず
1
1
9
番
通
報
を
し
て

く
だ
さ
い
。

　

し
か
し
、
症
状
に
よ
り
緊
急
性
が
な

い
場
合
に
は
、
自
家
用
車
な
ど
で
病
院

に
行
く
よ
う
に
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
く
わ
し
く
は
消
防
本
部
警
防
課︵
☎

20
︲
1
5
9
2
︶へ
。

　

地
域
住
民
・
自
治
体
の
監
視
の
強
化

や
警
察
の
取
り
締
ま
り
な
ど
に
よ
り
、

大
規
模
な
不
法
投
棄
・
野
外
焼
却
な
ど

の
不
適
正
処
理
は
大
幅
に
減
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
小
規
模
な
捨
て
逃
げ
型
の

不
法
投
棄
や
野
外
焼
却
な
ど
は
後
を
絶

ち
ま
せ
ん
。

　

不
法
投
棄
・
野
外
焼
却
を「
し
な
い
」

「
さ
せ
な
い
」「
許
さ
な
い
」と
い
う
気
持

ち
で
、
わ
た
し
た
ち
の
ふ
る
さ
と
を
守

る
た
め
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

土
地
の
適
正
な
管
理
を

　

土
地
の
所
有
者
お
よ
び
管
理
者
は
、

次
の
こ
と
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
土
地
や
倉
庫
を
貸
す
と
き
は
、
相
手

方
や
事
業
内
容
を
確
認
す
る

◦
土
地
の
賃
貸
借
契
約
は
、
内
容
を
確

認
し
た
上
で
必
ず
書
面
に
す
る

◦
道
路
か
ら
奥
ま
っ
た
土
地
や
人
目
に

つ
き
に
く
い
土
地
、
手
入
れ
の
行

き
届
か
な
い
土
地
な
ど
は
、
進
入

防
止
柵
や
不
法
投
棄
禁
止
な
ど
の

警
告
掲
示
板
の
設
置
を
す
る
ほ
か
、

巡
視
な
ど
土
地
所
有
者
と
し
て
必

要
な
措
置
を
す
る

野
外
焼
却
は
禁
止

　

木
く
ず
、
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
な
ど
の

廃
棄
物
を
、
法
律
に
適
合
し
た
焼
却
設

備
を
用
い
ず
に
焼
却
す
る
こ
と
は
禁
止

さ
れ
て
い
ま
す
。
野
外
焼
却
は
、
ダ
イ

オ
キ
シ
ン
な
ど
の
有
害
物
質
の
発
生
や

火
災
の
危
険
な
ど
が
あ
り
、
地
域
住
民

に
迷
惑
が
掛
か
る
の
で
や
め
ま
し
ょ
う
。

　

野
外
焼
却
が
許
さ
れ
る
の
は
次
の

ケ
ー
ス
な
ど
で
す
。

◦
震
災
、
風
災
害
、
火
災
な
ど
の
災
害

の
予
防
、
応
急
対
策
ま
た
は
復
旧

の
た
め
に
必
要
な
焼
却

◦
風
俗
習
慣
上
ま
た
は
宗
教
上
の
行
事

を
行
う
た
め
に
必
要
な
焼
却

◦
農
林
業
・
漁
業
を
営
む
た
め
に
や
む

を
え
な
い
も
の
と
し
て
行
わ
れ
る

焼
却

◦
た
き
火
な
ど
日
常
生
活
を
営
む
上
で

通
常
行
わ
れ
る
軽
微
な
焼
却

　

夜
間
・
休
日
の
緊
急
通
報
先
は
、
産

廃
・
残
土
ダ
イ
ヤ
ル（
☎
0
4
3
‐

2
2
3
‐
3
8
0
1
）で
す
。

※
く
わ
し
く
は
北
総
県
民
セ
ン
タ
ー

地
域
環
境
保
全
課
監
視
班︵
☎

0
4
3
︲
4
8
3
︲
1
1
3
8
︶、

市
環
境
対
策
課︵
☎
20
︲
1
5
3
2
︶

ま
た
は
成
田
警
察
署
生
活
安
全
課

︵
☎
27
︲
0
1
1
0
︶へ
。

徹
底
取
締
中

ス
ト
ッ
プ

不
法
投
棄
・
野
外
焼
却

救
急
出
動
増
加
中

救
え
る
命
を
救
う
た
め

正
し
い
利
用
を

一刻を争う人のために
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困りごと・悩みごと相談室
心の健康、応援します

一人で悩んでいないで相談してみませんか？

毎日の生活の中で、疑問に思っていること、誰かに相
談したいと思っていることはありませんか。市など
では、そんなあなたの要望に応え、各種相談を行いま
す。相談は無料で秘密は厳守されます。この機会に日
ごろ感じている疑問や悩みを解消してみてはいかがで
すか。

相　談　名 期　日 時　間 場　所 問い合わせ先

市民生活相談
（離婚・相続・相隣関係・金
銭貸借・売買など）

月・金曜日 9：00～16：00 市役所2階市民相談室

市民支援課市民相談室
☎20-1507
※ 裁判所で係争中の事件
は除きます。法律相談11
月分の予約は10月29日
（水）午前8時30分から
受け付けます。

法律相談
（予約制・市内在住の人）

水曜日 13：00～16：00 〃

もめごと・なやみごと・苦
情相談（人権・行政相談）

10月20日（月） 10：00～15：00 市役所2階201会議室

外国人相談（英語・中国語・
スペイン語・ポルトガル語）

10月24日（金） 13：00～16：00 〃

税務相談 10月21日（火） 10：00～15：00 市役所2階市民相談室

不動産相談 10月21日（火） 10：00～12：00 市役所2階201会議室

市民よろず相談 10月18日（土） 13：00～16：00 イオンモール成田
県行政書士会印旛支部
作田義美さん☎23-3286

税務支援センター（予約制） 10月22日（水） 10：00～15：00
県税理士会成田支部
（飯田町157-4）

県税理士会成田支部
☎28-0931

司法書士法律相談 11月19日（水） 18：00～20：00 保健福祉館
県司法書士会佐倉支部
石井滋さん☎20-1810

木造住宅耐震相談
（予約制）

10月31日（金） 9：00～16：00 市役所5階503会議室 建築指導課☎20-1564

女性就業（内職）相談
（来所前に要電話）

水・金曜日 10：00～16：00 市役所2階女性就業相談室
商工課
☎22-1111内線2728

高年齢者職業相談 月～金曜日 8：30～17：00 市役所2階高年齢者職業相談室
商工課
☎22-1111内線2729

消費生活相談 月～金曜日 10：00～16：00 消費生活センター（市役所2階）
消費生活センター
☎23-1161

年金相談 水曜日 10：00～15：00 市役所1階相談室 保険年金課☎20-1526

交通事故相談 11月 4日（火） 10：00～15：00 市役所4階402会議室 交通防犯課☎20-1527

障がい者相談
水・第4日曜日、
祝日を除く毎日

9：00～19：00 保健福祉館
障がい者相談センター
☎27-1106

心配ごと相談

木曜日 10：00～15：00 保健福祉館
社会福祉協議会
☎27-7755

10月10日（金） 10：00～15：00 下総地域福祉センター

10月17日（金） 10：00～15：00 保健福祉館大栄分館

酒害相談 10月16日（木） 9：00～12：00 保健福祉館 〃

家庭児童相談 月～金曜日 9：00～16：00 市役所1階家庭児童相談室 児童家庭課☎20-1538

就学相談（予約制） 月～金曜日 9：00～17：30 成田市教育センター 教育センター☎20-2922

教育相談（予約制） 火曜日 9：00～16：00 〃 〃

教育相談（不登校相談も） 月～金曜日 9：00～17：00 成田市ふれあいるーむ21 教育相談室☎22-5100

相　談　日 ※12：00～13：00は相談できません。

13 広報なりた2008.10.15　☎／市外局番の記載のないものは「0476」です
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催し物

伊能歌舞伎
「第10回定期公演」

日時＝11月16日（日） 午前10時～午後3
時30分

会場＝大栄公民館ホール
演目＝「近江源氏先陣館 盛綱陣屋」、子
ども歌舞伎「絵本太功記十段目 尼ヶ崎
閑居の場」

入場料＝無料
入場券の配布＝10月19日（日）～31日
（金）に生涯学習課（市役所5階）、下総
支所総務課、大栄公民館で座席指定
券を配布（全席指定で1人5枚まで）

※くわしくは生涯学習課文化振興室（☎
20-1534）へ。

県立香取特別支援学校
「かよう祭」

日時＝11月15日（土） 午前10時～午後2時
会場＝県立香取特別支援学校（神崎町）
内容＝舞台発表、作品展示、模擬店など
※くわしくは同校（☎0478-72-2911）へ。

水辺の風景画
「コンクール作品展」

日時＝10月22日（水）～26日（日） 午前
10時～午後6時（26日は午後3時まで）

会場＝佐倉市立美術館
入場料＝無料
※くわしくは（財）印旛沼環境基金（☎
043-485-0397）へ。

ご参加ください
「豊住地区生きがいセミナー」

期日＝10月25日（土）
会場・時間と内容
○豊住中学校・午前9時30分～午後0時
10分…文化祭「豊陵祭」訪問

○豊住公民館・午後1時40分～3時30分
…健康ミニ講座、健康体操、サーク
ル発表

参加費＝無料
※参加を希望する人は当日直接会場へ。
くわしくは中央公民館（☎27-5911）
へ。

すばらしい芸術品を
「菊花大会」

期間＝10月20日（月）～11月15日（土）
会場＝成田山新勝寺、宗吾霊堂境内
内容＝境内で鉢物・懸

けん

崖
がい

など多種多様な
菊花の展示

※くわしくは成田市菊花連合会会長・森
田清さん（☎0478-72-2537）へ。

〜八街 なぞの弥生時代〜
「弥生画帖（スケッチ）」

期間＝9月24日～12月7日（日）
時間＝午前9時～午後5時
会場＝八街市郷土資料館
内容＝南羽鳥タダメキ第2遺跡の土器棺
をはじめ、炭化した米など弥生時代
を代表する貴重な資料の展示

休館日＝月曜日、祝日、月曜日が祝日の
場合は火曜日も

入館料＝無料
※くわしくは八街市郷土資料館（☎043- 
443-1726）へ。

ようこそ
「千葉盲祭」

日時＝10月25日（土） 午前9時30分～午
後2時30分

会場＝県立千葉盲学校（四街道市）
内容＝音楽発表、生徒によるあん摩マッ
サージの体験、模擬店など

※くわしくは同校（☎043-422-0231）へ。

トリック　オア　トリート！
「HALLOWEEN　PARTY」

　今年もハロウィンパーティーを開催し
ます。カボチャのランタン作りなど、ハ
ロウィンならではのイベントが盛りだく
さんです。ぜひ遊びに来てください。
日時＝10月19日（日） 午後1時30分～4
時30分

会場＝中央公民館
内容＝カボチャのランタン作り、仮装コ
ンテスト、仮装パレードなど

参加費＝200円
※カボチャのランタン作りは希望者多数
の場合、抽選となります。参加を希望
する人は午後1時15分までに集合して
ください。くわしくは市国際交流協会
事務局（広報課内・☎23-3231）へ。

文字は正しく美しく
「成田市小中学校書写展」

展示期間＝10月22日（水）～26日（日） 
午前9時30分～午後4時30分

会場＝中央公民館講堂
※くわしくは教育指導課（☎20-1582）
へ。

多重債務問題対策
「シンポジウムと無料相談会」

期日＝10月22日（水）
会場＝ホテルプラザ菜の花（千葉市）
■シンポジウム「借りた・困った・膨ら

んだ！借金問題は必ず解決できる」
時間＝午後1時～4時
内容＝基調講演、体験談、パネルディス
カッション

定員＝200人
参加費＝無料
■無料相談会
時間＝午前10時～午後4時
定員＝40人（先着順）
※申し込みは千葉県県民生活課（☎
043-223-2292）へ。

みんなとてもよく書けているね

不用品情報コーナー

《譲ります》
有 償○製図台のドラフター○旅行か
ばん○下総中の制服（女子用）ほか

無償○エレクトーン
《探しています》
有 償○業務用ミシン○スクーター○
電子ピアノ○ビニールハウス（骨
組のみも可）

無 償○車いす○花器○ガスレンジ
○ビーチテーブル○ビデオデッキ
およびカメラ（Hi8方式）○おもちゃ
（プラレール、トミカなど）○ミシン
※ くわしくはリサイクルプラザ（☎
36-1000、月曜日は休館）へ。
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募　集

友好都市へホームステイ
「韓国・井邑市との相互交流」

期間
○受け入れ…11月28日（金）～30日（日）
○派遣…12月22日（月）～26日（金）（原
則としてホームステイの受け入れ家
庭の中学生・高校生を派遣。事前事
後に3回の研修を予定）

内容＝ソウル市内視察と井
チョン

邑
ウップ

市での
ホームステイ（2人1組で2泊）

対象と定員＝市内在住の中学1・2年生、
高校1・2年生、12人（選考）

参加費＝55,000円程度（パスポートの
取得費や旅行保険などは各自で負担）

選考方法＝面接（10月25日（土））
申込方法＝10月17日（金）（必着）までに
市国際交流協会事務局（〒286-8585 
花崎町760）へ。申込用紙は事務局窓
口にあります（電話での請求も可）

※国際情勢などの事情により、中止の場
合があります。くわしくは同協会事
務局（広報課内・☎23-3231）へ。

下水道の
「排水設備工事責任技術者試験」

受験資格＝下水道排水設備工事で一定の
経験年数がある人

申込書配布期間と場所＝10月15日（水）
～11月5日（水）・下水道課（市役所5
階）、日本下水道協会千葉県支部事務
局（千葉市下水道総務課内）

受付期間＝11月4日（火）・5日（水）
試験日＝2月1日（日）
申込方法＝申込用紙に必要事項を書いて
下水道課（市役所5階）へ

※くわしくは同課（☎20-1553）へ。

学んでみませんか
「平成21年度千葉県生涯大学校学生」

課程と学科
○一般課程…福祉科、生活科、園芸科、
陶芸科

○通信課程…福祉生活科
○専攻過程…社会専攻科、園芸専攻科、
陶芸専攻科

対象＝県内在住の60歳以上で、学習の
成果を地域活動で役立てるなど社会
参加意欲のある人

受付期間＝11月10日（月）～12月26日（金）
申込方法＝願書（高齢者福祉課（市役所議
会棟1階）または千葉県ホームページ
（http://www.pref.chiba.jp）からも
入手できます）に必要事項を書いて千
葉県生涯大学校事務局（〒260-0801 
千葉市中央区仁戸名町666-2）へ

※くわしくは同事務局（☎043-266- 
4705）へ。

お知らせi
成田POPラン大会開催に伴う

「交通規制」

　成田POPランマラソン大会が開催さ
れ、交通規制が行われます。
日時＝11月2日（日） 午前10時～正午

※くわしくは生涯スポーツ課（☎20- 
1584）へ。

事故の発生に備えて
「航空機事故消火救難総合訓練」

日時＝10月23日（木） 午後1時30分～4時
会場＝成田国際空港整備地区エプロン
内容＝成田国際空港で航空機事故が発生
したことを想定し、空港関係機関に
よる総合訓練を行う

※くわしくは危機管理課（☎20-1523）
へ。

市外転出者にも送ります
「成人式の案内状」

　市では、平成21年1月12日（月・祝）
に成人式（対象は昭和63年4月2日～平
成元年4月1日生まれの人）を行います。
　学校や勤務の都合で、本人が市外に住
所を移している場合でも出席できます。
該当する人には案内状を送りますので、
11月28日（金）までに生涯学習課へ連絡
してください。
※くわしくは同課（☎20-1583）へ。

秋の全県統一観光キャンペーン
「ぐるっと　ゆめ半島ちば」

　9月1日～11月30日に開催されます。
■NARITA花火大会 in 印旛沼3rd
期日＝10月18日（土）
問い合わせ先＝NARITA花火大会実行委
員会・泉水さん（☎080-3383-6240）

■御利生祭成田弦まつり
期日＝10月18日（土）・19日（日）
問い合わせ先＝御利生祭実行委員会（成
田商工会議所内・☎22-2101）

■秋の観光キャンペーン in 坂田ヶ池
期日＝11月3日（月・祝）
内容＝ミニSLの運行、模擬店など
問い合わせ先＝観光プロモーション課
（☎20-1540）

■房総のむら「江戸時代フェスティバル」
期間＝10月4日（土）～11月30日（日）
内容＝むらの市、乗船・駕

か

籠
ご

乗り体験な
ど（期間中の土・日曜日、祝日）、江
戸時代行列（11月2・3日）

問い合わせ先＝県立房総のむら（☎95- 
3333）

■成田山公園紅葉まつり
期間＝11月9日（日）～24日（月・休）
内容＝琴・尺八・胡

こ

弓
きゅう

の演奏、お茶会、
紅葉まつりの写真コンテスト（期間中
の土・日曜日、祝日）

問い合わせ先＝市観光協会（☎22-2102）
※くわしくは観光プロモーション課へ。

●

●

●●

●

●

●

●

●

●

●

● ●

給食センター

至
J
R
成
田
駅
西
口

至
宗
吾
方
面

至
印
旛
沼
方
面

吾
妻
中

玉
造
中

中
台
中

向台小

成田警察署成田税務署
消防署

橋賀台公園

中央公民館

市陸上競技場

★

成田北高校

ゴ
ル
フ
練
習
場

玉造公民館

ミニSLに乗って（坂田ヶ池総合公園）

ホストファミリーとも仲良くなれました
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初心者のための
「着物着付け教室」

日時＝11月7日～12月12日の毎金曜日
（全6回） 午前10時～正午

会場＝成田公民館
対象と定員＝成人女性・15人（先着順）
参加費＝無料
※申し込みは午前9時～午後5時に成田
公民館（☎24-0787、月曜日・11月4
日（火）・25日（火）は休館）へ。

誰でも手軽に楽しめる
「フィルムステンドグラスづくり教室」

日時＝11月12日・19日・26日の水曜
日（全3回） 午前10時～正午

会場＝玉造公民館
内容＝カラーフィルムと鉛線を使い、ス
テンドグラス風の作品を3点製作

定員＝20人（先着順）
教材費＝4,500円（全3回分）
持ち物＝はさみ、カッターナイフ、霧吹
き、ランチョンマット、ボールペン
（黒）、ピンセット
※申し込みは午前9時～午後5時に玉造
公民館（☎26-3644、月曜日・11月4
日（火）・25日（火）は休館）へ。

野菜や木の葉のスタンプで
「カードや年賀状を作ろう」

日時＝11月8日（土） 午前10時～正午
会場＝子ども館ふれあいひろば
対象＝小中学生
定員＝15人（先着順）
参加費＝100円（材料費）
持ち物＝年賀状、カード、消しゴム、野
菜、木の葉など

申込方法＝住所・氏名・電話番号を直
接または電話、FAXで子ども館（☎
20-6300 FAX28-8303）へ

※くわしくは同館（月曜日・祝日・第3
日曜日は休館）へ。

充実した生活を送るために
「男女共同参画セミナー」

■第3回セミナー
日時＝11月12日（水） 午後1時30分～3時
会場＝市役所6階中会議室
テーマ＝～パートナーになにを求めます
か～熟年期の生き方、暮らし方

講師＝松田敏子さん（県立衛生短期大学
非常勤講師）

定員と参加費＝70人（先着順）・無料
■第4回セミナー
日時＝12月6日（土） 午後1時～3時
会場＝市役所6階大会議室
テーマ＝私が選んだ女性落語家への道
講師＝川柳つくしさん（落語家）
定員と参加費＝100人（先着順）・無料
申込方法＝住所・氏
名・電話番号を
電話、FAX、郵便、 
Eメールで企画課
（☎20-1501 FAX 
24-1006 〒286- 
8585 花崎町760 
Eメールkikaku@city.narita.chiba.jp）へ
※託児室（2～8歳）の利用を希望する人
は第3回は11月5日（水）、第4回は11
月28日（金）までに申し出てください。

　くわしくは企画課へ。

マンション管理に
「セミナー・相談会」

日時＝11月16日（日） 午後1時～4時30分
会場＝中央公民館
内容＝セミナー（管理規約の改正、見直
しについて、マンションの地デジ対
策）、相談会

定員＝セミナー20人、相談会5組（予約
制）

参加費＝無料
※申し込みは千葉県マンション管理士会
（☎043-244-9091）へ。

いっしょにあそぼう！
「2歳児親子教室」

期日＝11月12日・19日・26日、12月
3日・17日・24日の水曜日（全6回）

時間＝午前10時～11時30分
会場＝大栄公民館
内容＝歌遊びや工作などを通して、親子
で遊ぶことの楽しさや大切さを学ぶ

対象＝2歳児とその親
定員＝15組（先着順）
参加費＝無料
※申し込みは午前9時～午後5時に大栄
公民館（☎73-7071、月曜日・11月4
日（火）・25日（火）は休館）へ。

郷土の歴史を学ぶ
「市史講座」

　古代、霞ヶ浦・北浦から印旛沼・手賀
沼まで「香取の海」と呼ばれた大きな内海
がありました。今回の市史講座では、こ
の「香取の海」との関わりから古代の成田
の歴史をたどります。
日時＝11月1日（土） 午後2時～4時
会場＝市役所6階大会議室
テーマ＝古代の成田と“香取の海”
講師＝平川南さん（国立歴史民俗博物館
館長）

定員＝100人（先着順）
参加費＝無料
※申し込みは午前9時30分から市立図書
館（☎27-4646・月曜日は休館）へ。

松井今朝子さんを迎えて
「秋の文学講座」

日時＝10月18日（土） 午後2時～3時30分
会場＝市立図書館2階視聴覚ホール
テーマ＝成田屋の代々
講師＝松井今朝子さん（作家）
定員＝80人（先着順）
参加費＝無料
※申し込みは午前9時30分から市立図書
館（☎27-4646・月曜日は休館）へ。

お部屋のインテリアに

植物採取禁止
公園地内の植

物などの採取

は禁じられて

いますのでご

注意ください。

+

+

+

+

10月26日・11月9日
午前8時30分～午後5時30分

日曜開庁日
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おしゃれにプレー
「成田市民ペタンク大会」

日時＝11月3日（月・祝） 午前8時30分
受付

会場＝タニペタンクコート（下方）
競技方法＝ダブルス（1人での参加も可）
参加費＝1人500円（昼食は各自用意）
※当日は初心者教室も行います。申し
込みは10月24日（金）までに市レクリ
エーション協会事務局（生涯スポーツ
課・☎20-1584）へ。

Ready Go JAPAN
「女子自転車チーム加入トライアウト」

　成田市を所在地とする女子自転車ロー
ドレースチームの選手を募集します。
日時＝11月1日（土） 午前11時集合
会場＝下総運動公園
参加資格＝女子自転車チームに加入を希
望する高校生以上の女性（選考・自転
車所持の有無は問いません）

選考方法＝技能・適正・運動試験、面接
参加費＝1人2,000円（保険代など）
申込方法＝電話またはEメールで申込
用紙を取り寄せ、必要事項を書いて
NPO法人サイクリスト国際交流協会
事務局（☎27-5519 Eメールrock.
mutsumi@nifty.com）へ

申込期限＝10月27日（月）（当日消印有
効）

※くわしくは同事務局へ。

掘り出しものを見つけよう
「リサイクル製品の販売」

日時＝10月24日（金）～29日（水） 午前9
時～午後5時

会場＝リサイクルプラザ
対象＝市内に住み、品物を持ち帰ること
ができる人（希望者には、建物1階ま
で有料で運送）

リサイクル製品＝自転車および家具類
価格＝5,000円以内
申込方法＝リサイクルプラザの所定の用
紙を提出。申し込み多数の場合は抽
選とし、該当者にはがきで通知（電話
での申し込みはできません）

※申し込みの無かった品物は、抽選後に
即売します。くわしくはリサイクル
プラザ（☎36-1000、月曜日は休館）
へ。

伝統料理に挑戦しよう
「太巻き寿司講習会」

会場と期日
○中央公民館調理室…11月19日（水）、
12月5日（金）

○遠山公民館調理室…12月11日（木）
時間＝午前9時30分～午後2時
対象と定員＝市内在住・在勤の成人、各
20人（抽選）

材料費＝1,200円
持ち物＝三角巾、エプロン、巻き簾

す

申込方法＝10月31日（金）までに、はが
きに住所・氏名・電話番号・希望日
を書いて農政課（〒286-8585　花崎
町760）へ

※くわしくは同課（☎20-1541）へ。

一歩を踏み出そう
「英会話入門教室」

日時＝11月8日・15日・22日・29日の
土曜日（全4回） 午前10時～11時30
分

会場＝下総公民館
内容＝日常生活で役立つ英会話の基礎知
識を学ぶ

対象と定員＝20歳以上・15人（先着順）
参加費＝2,000円程度（テキスト代）
※申し込みは午前9時～午後5時に下総
公民館（☎96-0090、月曜日・11月4
日（火）・25日（火）は休館）へ。

陸・海・空の自衛官
「医科・歯科幹部」

応募資格＝医師・歯科医師の免許のある
人

受付期限＝10月24日（金）
待遇＝1等陸・海・空尉（経験年数など
により異なる）

※くわしくは自衛隊成田地域事務所（☎
22-6275）へ。

環境は変わる〜農業の未来〜
「明治大学・成田社会人大学公開講座」

日時＝11月1日（土） 午前10時～正午
会場＝市役所6階大会議室
テーマ＝エネルギーと食料
講師＝登尾浩助さん（明治大学教授）
参加費＝無料
※申し込みは住所・氏名・電話番号を生
涯学習課（☎20-1583 FAX22-4494 
Eメールshogaku@city.narita.chiba. 
jp）または、まなび＆ボランティアサ 
イト（http://www.genki365.com/na 
rita）へ。

お正月に飾ってみませんか
「華手まり教室」

日時＝11月 7日・14日・21日・28日、
12月 5日・12日の金曜日（全6回） 午
前10時～正午

会場＝豊住公民館
内容＝ちりめん布を使った華手まりを4
点製作

対象＝20歳以上
定員＝15人（先着順）
参加費＝5,000円程度（材料費・全6回分）
※申し込みは午前9時～午後5時に豊住
公民館（☎37-1003、月曜日・祝日は
休館）へ。

どなたでも参加できます
「第1回市民パークゴルフ大会」

日時＝11月10日（月） 午前8時30分集合
会場＝十余三パークゴルフ場
定員＝45人（先着順）
参加費＝1,000円（弁当代など）
※クラブ・ボールは貸し出しします。申
し込みは10月31日（金）までに市レク
リエーション協会事務局（生涯スポー
ツ課・☎20-1584）へ。

募　集

ちみつな作戦で優勝をねらえ
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●母親学級（予約制）…主に初めて母親になる人が対象
●パパママクラス（予約制）…妊婦とその家族が対象
　※日時などくわしくは健康増進課へ。
●こんにちは赤ちゃん事業…生後4カ月までの赤ちゃんが対象
　※赤ちゃんお誕生連絡票（母子健康手帳別冊1）を健康増進課へ送付。
●ポリオの予防接種…生後3～90カ月未満の乳幼児が対象
　期日＝11月7日（金）・10日（月）　受付時間＝午後1時15分～2時
　※問診票と母子健康手帳を持参。

日曜祝日診療機関

※ 来診前に電話で症状を連絡してください。健康保険証を忘れずに。電話のかけ間
違いにご注意ください。

☎27-1116／赤坂1-3-1（保健福祉館敷地内） 　都合により休診する場合があります。
来診前に電話で問い合わせてください。
成田病院（押畑・☎22-1500）
藤倉クリニック（幸町・☎22-1158）
聖マリア記念病院（取香・☎32-0711）
ひらの内科（ウイング土屋・☎23-8070）
大田クリニック
（午後1時まで・ウイング土屋・☎23-2100）
なのはなクリニック（午前中・吉岡・☎49-0533）

急病診療所

保健インフォメーション
　このコーナーの会場は保健福祉館です。問い合わせは健康増進課（☎27-1111）へ。電話やFAX（27-1114）で健康に関する相談など
も受け付けしています。
　相談の日程は、医師などの都合により変更となる場合があります。

保育園名 電話番号 期日 保育園名 電話番号 期日
＊松　崎 26-8282 10/17（金）、11/7（金）・21（金）　赤　荻 24-0752

毎日
（土・日曜日、祝日を除く）

　中　台 27-9023 10/15（水）、11/5（水）・19（水）＊大　栄 73-3000
　新　山 28-2527 10/16（木）、11/6（木）・20（木）＊宗　吾 26-2472
　長　沼 37-0005 10/24（金）、11/14（金）・28（金） ＊公津の杜 29-6551
　加良部 26-3010 10/21（火）、11/4（火）・18（火）＊月かげ 96-0531
　玉　造 26-8889 10/23（木）、11/13（木）・27（木） ＊三里塚第一 35-0165 10/21（火）、11/4（火）・18（火）
＊吾　妻 27-5773 10/22（水）、11/12（水） ＊三里塚第二 35-0081 10/28（火）、11/11（火）・25（火）
　橋賀台 28-0676 10/28（火）、11/11（火）・25（火） ＊成　田 22-0856

一時保育のみ
＊高　岡 96-0042 10/22（水）、11/12（水） ＊つのぶえ 22-0867
　小御門 96-2362 10/16（木）、11/6（木）・20（木）

　このコーナーの問い合わせは各保育園
へ。赤荻・大栄・宗吾・公津の杜保育園以外
は予約が必要です。
＊は一時保育あり（要予約）
時 間＝午前10時～11時（赤荻は午前9時
～午後0時15分、大栄は午前9時30分
～午後4時30分、宗吾は午前9時～午後
4時、公津の杜は午前9時30分～午後3
時、月かげは午前9時30分～11時）

保 育 園 開 放 日

診療
科目 診療日 診療時間

内科
小児科 毎日 午後7時～午後11時

外科 日曜日・祝日 午前10時～午後5時

歯科 日曜日・祝日 午前10時～午後5時
午後7時～午後11時

献血にご協力ください

期日＝10月23日（木）
時間と会場＝午前10時～11時30分 大成建設
　　　　　　午後2時～4時 下総分館
※ 満16～69歳の人にご協力いただけます。65歳
以上の人は、60～64歳の間に献血をした経験
があることが必要です。

▼一般健康相談 期日 時間 相談を受ける人

健康相談（医師は予約制）
10月24日（金）※会場は大栄分館

午後1時15分～1時45分
医師・保健師・栄養士

10月29日（水） 医師・保健師・歯科衛生士・栄養士
歯の健康相談 11月 5日（水） 午後1時30分～2時30分 歯科医師・歯科衛生士

こころの健康相談（予約制）
10月22日（水）

午後1時30分から
カウンセラー・保健師

11月12日（水） 精神科医師・保健師
▼乳幼児健診・相談 期日 受付時間 対象
4カ月児育児相談 10月22日（水）

午前9時～9時30分
午後1時～1時30分

平成20年6月生まれ
10カ月児育児相談 11月12日（水） 平成20年1月生まれ
1歳6カ月児健診 11月 6日（木） 平成19年4月生まれ
3歳児健診 10月23日（木） 平成17年4月生まれ
2歳児歯科健診 11月13日（木） 午後1時～1時30分 平成18年4月生まれ

からだの発達相談（予約制） 11月20日（木） 午後1時30分～2時30分
身体・運動面など体の発達に心配の
ある乳幼児

こころの発達相談（予約制） 今月はありません
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免疫を付けるために
ポリオの予防接種

　ポリオ（小児まひ）は、ポリオウイルス
によって、主に四肢にまひを起こす病気
です。近年日本では、ポリオウイルスに
よる自然感染は認められていませんが、
アフリカ・東南アジア・東地中海地域に
は依然としてポリオが常在しているた
め、ポリオワクチン接種を受けて、免疫
を付けておくことをお勧めします。
　市では、ポリオの予防接種は集団接種
で行っています。
日時と会場
○11月7日（金）・10日（月） 午後1時15
分～2時、保健福祉館

○11月17日（月） 午後1時15分～2時、
大栄分館（要予約）

　12月以降の日程は「広報なりた」や「わ
が家の健康づくりカレンダー」などで確
認してください。
※くわしくは健康増進課（☎27-1111）
へ。

母子・父子家庭の人へ
医療費を助成

　母子・父子家庭の母や父とその子ども
（両親がいない子どもを含む）が、医療機
関で保険診療を受けたときの自己負担額
を一部助成しています。ただし、所得が
一定以上の場合や生活保護世帯は対象と
なりません。
助成額＝医療機関で支払った自己負担分
から一部負担額を差し引いた額（健康
保険などから支給される付加給付が
あれば、自己負担額から控除します）

※くわしくは児童家庭課（☎20-1538）
へ。

地域で支え合い
成田おたすけ隊

　日常生活で困ったときに市民同士がお
互いに助け合う、会員制の有償サービス
です。申し込みは随時受け付けています。
援助内容＝家事、通院などの外出介助、
軽度の介護など

※くわしくはボランティアセンター（☎
　27-8010）へ。

腎臓病を考える会
医師による専門的知識を

日時＝10月26日（日） 午後1時～4時30分
会場＝京葉銀行文化プラザ（旧ぱるるプ
ラザ千葉・千葉市）

内容と講師
①「慢性腎臓病患者におけるメタボリッ
クシンドロームの考え方」・西村元伸
さん（千葉東病院統括第一診療部長）

②「慢性腎臓病患者の骨病変（カルシウ
ム・リン）について」・寺脇博之さん（東
京慈恵会医科大学附属柏病院腎臓高
血圧内科助教）

③「慢性腎臓病に対する移植医療の実
際」・剣持敬さん（千葉東病院臨床研究
センター長）

定員と参加費＝180人（先着順）・無料
※くわしくはNPO法人千葉県腎臓病協
議会（☎043-256-4661）へ。

精神障がい者のために
日曜サロン

　日曜サロンは、精神に障がいのある人
が仲間と出会える「憩いの場」です。
日時＝毎月第1日曜日 午後1時～3時
会場＝保健福祉館あじさい工房
参加費＝無料
※参加を希望する人は当日直接会場へ。
くわしくは、あじさい工房（☎27-82 
11）へ。

免許を取得したい人に
身障者のための運転教習

対象＝就職するため自動車運転免許を
取得したい身体障害者手帳所持者で、
公共職業安定所に求職登録をして、
運転免許試験場の適正審査に合格し、
当センターが入所を認めた人

教習期間＝3カ月間（入所月は1月・4月・
7月・10月、申し込み締め切りは前月
の10日まで）

定員と費用＝各25人・無料（検定料など
約3万5千円は自己負担）

※身体障がい者専用の宿舎があります
（有料）。くわしくは身体障害者運転
能力開発訓練センター（☎048-481- 
2711）へ。

聴覚障がい者とご家族などへ
読話学習会

　会話をするとき口の動かし方は人それ
ぞれ違いますが、相手の口の動きが少し
でも読み取れるようになれば、補聴器あ
るいは手話だけよりも会話が楽になりま
す。ぜひ、この機会に読話を学んでみま
せんか。
期日＝11月14日、12月12日、1月9日、
2月13日、3月13日の金曜日（全5回）

時間＝午後2時～4時（受け付けは午後1
時30分から）

会場＝酒々井町社会福祉協議会2階
講師＝井関雅雄さん（千葉県中央障害者
相談センター）

対象＝聴覚障がい者と家族・友人など
参加費＝500円（NPO千葉県中途失聴
者・難聴者協会会員は無料）

申込方法＝10月31日（金）までにFAXで
氏名・FAX番号を書いて、行末とよ
子さん（FAX047-445-1020）へ

※くわしくはNPO千葉県中途失聴者・ 
難聴者協会事務所（☎047-432-80 
39）へ。

妊娠したことが分かったら
母子健康手帳

　妊娠中のお母さんの体の変化やお子さ
んの成長・予防接種の記録など、お母さ
んとお子さんの健康管理のために母子健
康手帳を交付しています。また、母子健
康手帳と一緒に妊婦・乳児の健康診査受
診票（母子健康手帳別冊1）を交付してい
ます。
　妊娠していることが分かったら、早め
に健康増進課（保健福祉館）、市民課（市
役所1階）、下総・大栄支所市民福祉課
へ届け出をしてください。
　外国語母子健康手帳（英語・ポルトガ
ル語・スペイン語版など）については健
康増進課へお問い合わせください。
※くわしくは同課（☎27-1111）へ。
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。
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と
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日
を
、
今
か
ら
楽
し
み
に
待
っ
て
い
る
。 島根国体で準決勝・

大阪戦に臨む白紙・
伊藤（右）ペア（昭和
57年）

武田 智子さん（江弁須）
（旧姓：伊藤）
成田高校時代、軟式テニスで2年連続国体出場。
卒業後、長瀬ゴム工業（株）（現ナガセケンコー）入
社。昭和61年全日本総合選手権（皇后杯）個人戦
優勝、昭和62年世界選手権団体優勝。
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